
編集／伊江村役場企画総務課  〒905-0592  伊江村字東江前38  TEL0980-49-2001　印刷／（株）ちとせ印刷�

No.374�
平成23年１月号�
No.374�

平成23年１月号�

晴れて７２名が�
　　大人の仲間入り�
晴れて７２名が�
　　大人の仲間入り�
晴れて７２名が�
　　大人の仲間入り�
　20112011年の伊江村成人式が、年の伊江村成人式が、４日に村農村環境改善センターホールで開催され、４日に村農村環境改善センターホールで開催され、新成人を迎える伊江中学校新成人を迎える伊江中学校58期生期生72名を対象に式名を対象に式

には村内外から69名が参加し人生の新たな門出を祝いました。��

　会場には正月休みを利用して帰省した若者が多く見られ、色とりどりの振り袖やはかま、スーツなどに身を包んだ新成人や、新成人

から招待を受けた恩師や父母も出席しました。��

　式辞で大城勝正村長は　式辞で大城勝正村長は「共通の想いを抱く、「共通の想いを抱く、かけがえのない仲間のいるこのふるさと伊江島に誇りを持ち、これまで支えてくれた方々

やふるさとに貢献できるよう、自らの道を歩んでいくことを切望いたします。」と挨拶しました。��

　また、新成人らが中学校卒業時に作成したスライドショーも披露され、当時を思い出し感極まる場面も見られました。��

　新成人を代表して平安山良さん　新成人を代表して平安山良さんは「多くの皆様方皆様方から、心温まるはなむけのお言葉をいただき、温まるはなむけのお言葉をいただき、ありがとうございました。私たちは、

その言葉の一つ一つを大切にし、大人としての自覚をもった立派な社会人となるよう努力いたします。」と決意を述べました。��

　式典後には記念植樹やタイムカプセルの開封も行われ、参加者は久しぶりの再会を喜び思い出話に花を咲かせていました。�
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輝
か
し
い
卯
年
の
新
春
を
迎
え
村
民
の
皆
様
に
は
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
さ
て
平
成
二
十
二
年
も
国
内
外
に
と
っ
て
経
済
状
況
及
び

雇
用
問
題
等
を
含
め
幾
多
の
事
件
事
案
が
あ
り
厳
し
い
世
相

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。�

　
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
我
が
国
の
政
治
も
自
民
・

公
明
連
立
政
権
か
ら
民
主
・
国
民
新
党
の
連
立
政
権
に
移
行

し
、
鳩
山
内
閣
か
ら
管
内
閣
と
変
わ
り
日
本
の
財
政
健
全
化

の
た
め
の
仕
分
け
作
業
と
独
立
行
政
法
人
組
織
の
見
直
し
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
又
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
や
中
国

漁
船
の
領
海
侵
犯
・
北
方
諸
島
へ
の
ロ
シ
ア
大
統
領
の
訪
問
・

北
朝
鮮
の
拉
致
問
題
等
、
年
度
内
解
決
が
見
極
め
ず
平
成

二
十
三
年
度
に
年
越
し
し
た
事
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積
み

し
て
お
り
ま
す
。�

　
県
内
に
於
い
て
は
、
沖
縄
振
興
計
画
の
終
了
期
限
に
伴
う

次
期
振
興
並
び
に
普
天
間
移
設
を
論
定
と
す
る
県
知
事
選
挙

が
実
施
さ
れ
る
と
同
時
に
、
各
市
町
村
は
議
員
の
統
一
選
挙

が
実
施
さ
れ
た
。
本
村
に
お
い
て
も
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
村

民
の
洗
礼
を
受
け
た
新
人
二
名
と
現
職
八
名
の
皆
様
が
向
こ

う
四
年
間
、
村
民
を
代
表
す
る
村
政
運
営
の
審
判
者
と
し
て

頑
張
っ
て
行
く
決
意
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
現
状
と
厳
し
い
国
内
外
の
状
勢
の
下
で
は
あ

り
ま
す
が
本
村
で
は
、
産
業
・
教
育
文
化
・
医
療
福
祉
・
健

康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
等
各
面
に
わ
た
り
着
実
に
歩
み
充
実

発
展
し
た
二
十
二
年
で
あ
っ
た
と
自
負
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
も
偏
に
議
員
各
位
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
特
に
昨
年
は
「
関
東
伊
江
島
城

会
」
の
結
成
二
十
周
年
を
祝
い
「
伊
江
島
の
村
踊
り
」
関
東

公
演
を
成
功
裡
に
終
え
、
伊
江
村
出
身
者
の
絆
を
深
め
高
め

た
事
業
は
大
き
く
評
価
を
受
け
て
お
り
村
民
と
共
に
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。�

　
さ
て
平
成
二
十
三
年
度
は
こ
れ
ま
で
私
ど
も
行
政
が
研
究
・

検
討
を
重
ね
、
国
・
県
等
の
指
導
並
び
に
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
、
ラ
ム
酒
工
場
の
完
成
お
披
露
目
式
・
黒
糖
工
場
の

完
成
・
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
完
成
・
旧
軍
用
地
地
主
会
と
共
に

歩
ん
だ
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
建
造
に
伴
う
祝
賀
の
宴
な
ど
の
祝

い
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
し
、
農
業
用
水
確
保
に
伴
う
地

下
ダ
ム
の
推
進
、
及
び
ア
マ
ギ
溜
池
の
改
修
、
緑
多
い
伊
江

島
づ
く
り
の
た
め
の
農
地
防
風
林
の
整
備
、
真
謝
区
公
民
館

の
整
備
、
集
落
内
の
環
境
整
備
等
を
始
め
「
村
民
が
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
島
」
、
「
子
供
達
を
は
じ
め
村
民
が
誇

れ
る
島
」
そ
し
て
「
健
康
で
明
る
く
豊
か
な
活
力
の
あ
る
村

づ
く
り
」
を
目
指
し
村
民
を
は
じ
め
議
員
各
位
、
村
内
外
の

各
団
体
の
皆
様
と
共
に
英
知
を
結
集
し
て
一
歩
々
前
進
す
る

年
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
結
び
に
村
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
並
び
に
ご
家
族

皆
様
の
い
や
さ
か
と
チ
ィ
バ
リ
ヨ
ー
を
申
し
上
げ
年
頭
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。�
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　12月18日（土）から26日（日）まで第5回伊江島ハイビスカス祭りが開催されました。保育所の園児達によるエイ
サーでのセレモニーから始まり、ハイビスカスを利用した各種教室（織物教室、栽培教室、接木教室、押花教室など）
や、第2回村民育樹祭、全国小中学生ハイビスカスカップ伊江島大会、第1回ハイビスカス杯ゲートボール交流伊江島
大会、ペットボトルロケット大会、伊江島音楽祭などのイベントに、多くの来場客が訪れました。�
　村民育樹祭では伊江村緑の少年団の赤嶺優希さん（西小学校６年）と宮城海人君（西小学校６年）が「大きな声で
決意表明し、大きな拍手で決議されました。�
　ハイビスカス花見期間は5月31日までとなっておりますので、是非ハイビスカス園へ足を運んでください。�

第5回�第5回�第5回�

（3）� 伊江島広報�

音楽祭も盛り上がりました！�ペットボトルロケット大会参加者集合～！�

←大人顔負けのスコア！�
ゴルフ大会の上位入賞者達�

地元開催優勝を飾った阿良Ａチーム�３位に輝いた川平チーム�



（4）�伊江島広報�

�

今一度、健診結果の  HｂA1c を見直してみて下さい！�

あなたの  HｂA1c  の値はどうですか？�
糖尿病予備群です！�

糖尿病に移行しないように�
保健指導を受けて生活習慣の改善を！�

合併症の予防が必要です！�

医療機関に受診して治療を！�

５．２～５．４％�

正常領域� 正常高値�

５．５～６．０％�

境界領域� 糖尿病領域�

特定健診の検査値の見方や医療機関へのかかりかた、生活習慣の改善の�

方法等がわからない場合は遠慮なく、保健師にご相談下さい。�

　　　　　伊江村役場住民課国保係　�４９－２００２�

糖尿病は、インスリンというホルモンの働きが十分でないか分泌量が少ないために血糖をコントロー

ルすることができなくなった状態です。沖縄は、車社会で本土よりも早くファーストフードが入る

など、多くの県民が運動不足＋カロリー摂取量過多になりがちです。その結果、血液中に余分な血

糖が存在しそれを処理しきれなくて、インスリンの働きや分泌がうまくいかなくなることから糖尿

病を発症する人が年々増えています。しかも、増加のスピードが他府県よりも速いのです。�

�
伊江村でも、糖尿病にかかる方が急増中です。�

だから、特定健診の中でも、この糖尿病に関する検査、�

とくにHbA1cに注目していただきたいのです。�

●正常高値や境界領域のかた（糖尿病予備群）�
食事や運動など生活習慣を振り返って、問題があれば、糖尿病に移行しないためにも改善する必要があ

ります。どの点をどう改善すればよいのかがわからない場合は、保健師等の保健指導を受けて、生活習

慣の改善に取り組んでいかれることをおすすめします。�

�

●糖尿病領域のかた�
症状が特になく、気にならない場合も多いかと思いますが、医療機関に受診されていない方は一度、受

診されることをおすすめします。検査値が低いうちは、内服などの薬物療法よりも、食事療法や運動療

法等の生活習慣の改善や定期的な検査及び経過観察が治療の中心になります。しかし、受診を継続する

ことが、心筋梗塞や脳卒中などの合併症を予防するためにも必要です。�

（服薬などが必要な場合あり）�

血縁関係のかたが糖尿病で

ある等、遺伝的素因のある

方には、糖負荷検査をおす

すめする場合があります。�

特定保健指導の対象

のかたには、糖負荷

検査をおすすめして

います。�

８．０％～のかたは、専門

医（県立北部病院、北部地

区医師会病院など）にかか

ることがのぞましいです。�

６．１％～�～５．１％�
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�

特定健診の結果をみてみましょう！�特定健診の結果をみてみましょう！�
シリーズ①　「  H bA1c  について」�

HｂA1c って何？・・・�
�

HｂA1c が注目されるようになってきたのはなぜ？�

　健診結果が届いた後、すぐに年末年始となり、特定健診については、記憶に古くなりつつある

かたもいらっしゃるのではないかと思います。しかし、健診結果に反映された健康状況は、常に

自分とともにあるのですから、今一度、健診結果を見直してみることをおすすめします。�

　特定健診を受けたものの、健診結果の意味するものがわかりにくい、自分の生活と結びつかな

い場合がありがちではないでしょうか。そこで、このシリーズを始めることにしました。�

　今回は、健診結果の中で、最も注目していただきたい「HbA1c」についてです。�

　「HbA1c」は、ヘモグロビン・エー・ワン・シーと読みます。と、話し始めると、半分くらい

の方が、「それは、貧血に関する検査値ですか？」という質問をされます。�

　ヘモグロビンは、血液の中の赤血球の中にあり、酸素と結合して、体中の細胞に酸素を運ぶ役

割をしているので、ヘモグロビンが少なくなると酸素が十分に行き渡らなくなり、様々な症状が

出ます。この状態が貧血です。したがって、ヘモグロビンは、ご存じのとおり、貧血に関係が深く、

その量を測定することは貧血の検査の重要な項目の一つです。　　�

　しかし、ここでお話したいのは、「HbA1c」についてです。ヘモグロビンは、体中に酸素を運

んでいるうちに、血液の中の糖分と少しずつ結合していきますが、この状態のヘモグロビンをHｂ

A1cとよびます。ヘモグロビンは血液の糖分が多いほどたくさん結合するので、その結果HｂA1c

が多くつくられます。HbA1cが多いということは、血液の糖分も多い＝高血糖ということをあら

わしています。したがって、H bA1cは、糖尿病に関する検査の項目であり、その値は、糖尿

病の有無、そしてその程度を表しています。�

　赤血球の寿命は、約４カ月といわれており、検査時のHbA1cの量は、その日から１～２ヶ月前

の血糖の状態を推定できるのです。糖尿病の検査と言うと、真っ先に浮かぶのが血糖値ですが、

血糖値は、その時点での血液の糖分の状態を反映している、いわばリアルタイムの血糖状態です。

検査の数日前から、食事のとりかたを工夫すれば、ある程度値が下がります。しかし、HbA1cは、

１～2か月前からの状態をあらわしているのでごまかしがききません。ですから、最近は、

血糖値よりも、HbA1cを糖尿病の指標として重要視されるようになってきました。�

血管�

血液�

赤血球�

糖分�

ヘモグロビン�

H bA1 c
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　沖縄県は、県内で消費される揮発油について「沖縄の復帰に伴う特別

措置に関する法律」により、揮発油に係る税金（国税：揮発油税及び地方

揮発油税）が１リットルあたり７円軽減されています。�

　また、本措置を前提に、沖縄県において石油価格調整税（県税）として

揮発油１リットルあたり1.5円の課税を行い、その税収を実質的な財源として、

「石油製品輸送等補助事業」を行っております。�

　この「石油製品輸送等補助事業」では、沖縄本島地域と離島地域との間

で石油製品価格に大幅な格差が生じないよう、沖縄本島から県内離島へ

輸送される石油製品（揮発油・灯油・軽油・A重油）の輸送経費のほぼ

全額を補助しております。�

　この補助制度により、県内離島地域での石油製品の販売においては、

輸送経費がかかっていないことになります。�

伊江村立保育所入所募集�伊江村立保育所入所募集�伊江村立保育所入所募集�平成�

23年度
�

石油製品輸送等補助事業�

MESHからのお知らせ�

◆申し込みに必要な書類等は役場福祉保健課

又は各保育所に準備しております。�

◆保育料については、世帯状況・世帯の所得

状況及び児童の年齢等によって決定されます。

（2人目・・半額、3人目・・1/10） 

　救急ヘリコプターの運行資金が底を突き平成20年7月16日からやむなく

ドクターカーのみの対応となっておりましたが、皆様からのご支援ご協力

を賜り平成21年6月15日より運行を再開することができ、平成22年12月5

日までの505日間に222機の出動を行い多くの尊い命を救うことが出来ま

した。心から感謝申し上げます。�

　なお、これは約23日に１件の割合で出動要請を受けたことになります。�

○ 平成21年度補助金額　�

 約８億8,900万円�

 　石油製品１リットルあたりの補助額�

 約６円（離島平均）�

１． 運航期間 2011年3月末日まで延長�

２． 会員数    １６，１６７名�

　　　　　　　（2010年11月30日現在）�

３． 保有残高 ３９，８８２，２６３円�

４． 救急ヘリ出動要請件数    ２２２件�

現状会員数及び出動実績等について�

メッシュ救急
ヘリ�

出動要請地域
別件数�

2010年12月5日現在�

国頭消防・国頭村・東村・大宜味村�

伊江診療所�

名護消防�

本部今帰仁村消防�

伊是名診療所�

伊平屋診療所�

恩納消防�

宜野座消防�

金武消防�

うるま消防�

北部地区医師会病院�

　　　　  合計�

6月�
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�
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�

�

�
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2009年� 2010年�

7月�
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�
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8月�
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�
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6
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11�
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�
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�
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1月�

11�

2�
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�
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1�
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2月�
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�

�

�
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�
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�

0

5月�
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�
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�

�

�

�

�

3�
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6月�

6�

7�
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�
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�
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�
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7

12月�

�
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合計�

99�

50�

17�

22�

2�

6�

4�

1�

5�

3�

13�

222

ヘ
リ
耐
空
検
査
の
た
め
運
休
・
ヘ
リ
車
検�

お問い合わせ�

沖縄県　企画部　地域・離島課離島振興班�

TEL 098-866-2370    FAX 098-866-2068

お問い合わせ� 役場  福祉保健課� 49-3160

 保育所名 所在地 電話番号 定員�

 東保育所 東江前200 49-2223 60�

 中央保育所 西江上31 49-2104 60�

 西保育所 川平238-3 49-3771 60

【入所対象児童】� 【村立保育所一覧】�

【障がい児保育】�

【申込受付期間】�

【申込受付場所】�

保護者が仕事や病気、出産等の為に�
家庭での保育に欠ける児童。�

平成23年2月1日（火）～2月10日（木）�
午前8：30～午後5時まで�
（土日祝祭日、お昼時間は除く）�

役場　福祉保健課１階�

対象となる児童は集団保育が可能で�
あると判断される障がい児とします。�

平成23年度の伊江村立保育所への入所児童を次のとおり募集します。�

◎保育時間　月曜日�金曜日　午前７時45分～午後６時�
　　　　　　　　　　土曜日　午前７時45分～正午まで�
◎休　　日　日曜日、祝祭日、年末年始、�
　　　　　　その他村長が休日と定めた日�
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１　現住所（法人の場合は、法人所在地）�
２　氏名（法人の場合は、法人名及び代表者名）�
３　生年月日　※個人の場合のみ�
４　連絡がとれる電話番号�
５　請求する書類名�
※　証明内容（全資産、土地全部、家屋全部など。一部の土地・�
　　家屋の場合には必要な物件の地番等を記入してください。�
６　必要な「年度」と「枚数」�

各証明書に関する郵送請求方法�

伊江村立保育所入所募集�伊江村立保育所入所募集�

税務関係交付申請書�

伊江村長殿� 申請年月日�

年　　　 月　　　日�

番地�

明治�

昭和�

大正�

平成�

男
・
女�

住　所�

本人�

住所�

氏名�

氏名�

必
要
で
す
か�

ど
な
た
の
が�

取
り
に
来
た
人�

代
理
人�

氏　名�

世帯主�

生年月日�

10 　　1 　　　1 

平成23年１月１日�

伊江村字東江前３８�

伊江村字東江前１番地�

伊江島　太郎�

伊江島　花子� 花
子�

印�

印�

資 産 証 明 書 �

資 産 評 価 証 明 書 �

納 税 証 明 書 �

公 課 証 明 書 �

課 税 証 明 書 �

所 得 証 明 書 �

図 面 �

閲 覧 �

そ の 他 の 証 明 �

　 計 　 �

1.�

2.�

3.�

4.�

5.�

6.�

7.�

8.�

9.

件�

件�

件�

件�

件�

件�

件�

件�

件�

件�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

税務係の窓口まで来られない方のために、村では郵送による証明書の請求を受けています。�
下記の（１）～（３）までを同封して郵送してください。�

宛名を記入し、切手を貼ってください。�
※お急ぎの場合は、速達料金分を含めた切手を貼ってください。�

   証明の内容�
資産証明書�
資産評価証明書�
資産公課証明書�
無資産証明書�
納税証明書�
課税証明書�
所得証明書�
図面�
その他の証明�

手数料� 備考�

１件　２００円�
１件　２００円�
１件　２００円�
１件　２００円�
１件　２００円�
１件　２００円�

土地10筆で200円�
家屋 3棟で200円�

１筆増す毎に10筆まで200円�
１棟増す毎に 3棟まで200円�

※ 納税申請書は役場ホームページより�
　 ダウンロードすることが出来ます。�

右記の内容が記載されて�
いれば、様式は問いません。�

（定額小為替でご郵送ください）�
※定額小為替は郵便局で�
購入できます。�

（３）返信用封筒�

《郵送先》�〒905－0592　沖縄県国頭郡伊江村字東江前38番地�
伊江村役場　住民課　税務係　宛�

（１）申　請　書�

（２）手　数　料�

※　本人又は同一世帯の親族以外が申請する場合及び法人の場合は、「委任状又は承諾書」が必要です。�

　　委任状等には本人からの署名及び印（認印可）、法人の場合は代表者印が必要です。�

※　上記の場合、身分証明書（運転免許証又は保険証等）の写し�

※　相続等による書類請求の場合は、申請者と必要な方の関係がわかるもの（戸籍謄本）の写し�



　給与所得がある大部分の方は、年末調整により所得税が精算されるため、確定申告は不要です。ただし、

給与所得者でも確定申告をしなければならない場合や、確定申告をすると源泉徴収された所得税が還付される

場合があります。�

　平成22年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、平成23年２月16日(水)から同年３月15日(火)ま

でです。還付申告の方は、平成23年２月15日（火）以前でも申告書を提出することができます。�

　確定申告による所得税の納期限は平成23年３月15日(火)です。納期限までに現金に納付書を添えて

金融機関（日本銀行歳入代理店）又は住所地等の所轄の税務署の納税窓口で納付してください。

納付書は税務署又は所轄の税務署管内の金融機関に用意してあります。�

　なお、金融機関に納付書がない場合には、所轄の税務署にご連絡ください。�

　その他、期限内申告に係る所得税については、指定した金融機関の口座から自動的に納税額が引

き落とされる振替納税が利用できます。大変便利ですので是非ご利用ください。�

（注）１　申告書の提出後に、納付書の送付や納税通知等による納税のお知らせはありません。�

２　納付が法定納期限（平成23年３月15日(火)）に遅れた場合又は残高不足等により口座振替

ができなかった場合には、法定納期限の翌日から納付日までの延滞税を併せて納付する

必要があります。�

３　申告所得税の口座振替日・・・・平成23年４月22日(金)

　次の計算において残額があり、さらに①から⑥のいずれかに該当する方は、所得税の

確定申告が必要です。�

①給与の収入金額が2,000万円を超える�

②給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計

額が20万円を超える�

③給与を２か所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金額と、各種

の所得金額（給与所得、退職所得を除く）との合計額が20万円を超える�

※給与所得の収入金額の合計額から、所得控除の合計額（雑損控除、医療費控除、寄附金控除及び基

礎控除を除く）を差し引いた残りの金額が150万円以下で、さらに各種の所得金額（給与所得、退

職所得を除く）の合計額が20万円以下の方は、申告は不要です。�

④同族会社の役員やその親族の方などで、その同族会社からの給与のほかに、貸付金の

利子、店舗・工場などの賃貸料、機械・器具の使用料などの支払を受けた�

⑤給与について、災害減免法により源泉徴収税額の徴収猶予や還付を受けた�

⑥在日の外国公館に勤務する方や家事使用人の方などで、給与の支払を受ける際に所得

税を源泉徴収されないこととなっている�

確定申告が�
必要な方�

計
　
算
　
式�

各種所得の合計額(譲渡所

得や山林所得を含む)から、

所得控除を差し引いて、

「課税される所得金額」

を求めます。�

「所得税額」から、配当

控除額と年末調整の際に

控除を受けた(特定増改築

等)住宅借入金等特別控除

額を差し引きます。�

「課税される所得

金額」に税率を乗

じて、「所得税

額」を求めます。�

（８）�伊江島広報�
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※給与所得者で確定申告の必要がない方が還付申告をする場合は、その他の各種の所得（退職所得を除く）も

申告が必要です。�

※それぞれの控除の適用を受けるための要件や必要な添付書類等を事前にご確認ください。�

※所得税の確定申告書は、平成22年分以降に使用するものから、提出用・控用の２枚で１組となります。また、

添付書類は、申告書の裏面にはらず、添付書類台紙などにはって申告書と一緒に提出します。�

※還付金の受取りは、預貯金口座への振込みを是非ご利用ください。�

確定申告をすれば�
所得税が戻る方�

所得税の�
確定申告とは…�

　給与所得者で確定申告の必要がない方でも、次のい

ずれかに当てはまり、源泉徴収された税金が納め過ぎ

になっている場合には、還付を受けるための申告（還付申告）により税金が還付されま

す。�

①災害や盗難、横領により住宅や家財などの資産に受けた損害などについて雑損控除

を受ける場合�

②病気やけがなどで支払った多額の医療費について医療費控除を受ける場合�

③家屋を住宅借入金等で新築や購入、増改築等をして、（特定増改築等）住宅借入金

等特別控除を受ける場合など�

　所得税の確定申告は、毎年１月１日から12月31日

までの１年間に生じたすべての所得の金額とそれに対

する所得税の額を計算し、申告期限までに確定申告書を提出して、源泉徴収された税金

や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続です。�

※日本国内に住所を持っている、又は現在まで引き続いて１年以上居所がある方は、所得が生

じた場所が国の内外を問わず、そのすべての所得について所得税を納める義務があります。�

　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税の申告書
や青色申告決算書などを作成できます。�

（９）� 伊江島広報�
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子ども会会長による実践発表� 西崎区子ども会　ダンス「ペコリナイト」�東江上区子ども会　合唱「愛唄」�

川平区子ども会 合唱「あとひとつ」�

西江上区子ども会　「雨降花染」�

東江前区子ども会　合唱「まなざし」� 真謝区子ども会　ダンス「クマアッハ」�

会場を沸かせた、かっこいいダンス！� 準備や当日の運営まで頑張った子ども会リーダーたち�

西江前区子ども会による「アカキナ」� 阿良区子ども会「笠様は」�

　12月５日（日）に第30回子ども会発表会が「歴史ある子ども会発表会 みんなで心を一つにきれいな歌声

ひびかせよう」というテーマの下、開催されました。昭和56年に東江上区、川平区に子ども会が結成され、

スタートした子ども会発表会が今年で30回を迎えるという記念ある発表会となりました。�

　子ども会活動を通して学んだことや、支えてくれた方々への感謝の気持ちを子ども会代表が発表し、学力向上対策推進

委員会（家庭・地域教育部会）による高校生在学調査の発表が行われました。舞台発表では、子ども会全員で取り組む自由

演技と、高学年が中心となる民俗芸能の発表がありました。自由演技では、ダンスや合唱など、どれも各区の特色が出た、

すばらしい発表となりました。民俗芸能の部では、地域の方々のご指導のもと、一生懸命練習してきた成果を披露しました。�

　また、今回は第30回を記念して、県内で活躍中のキッズダンスチーム“Fun Klover”のスペシャルステージがあり、

とても盛り上がりました。�

第30回 子ども会発表会�第30回 子ども会発表会�第30回 子ども会発表会�

第57回 全国少年新春書道展　�
特選受賞者３人�
第57回 全国少年新春書道展　�
特選受賞者３人�

沖縄本島内のトップを切って�
開かれた伊江村の牛の初競り�
沖縄本島内のトップを切って�
開かれた伊江村の牛の初競り�

伊江NYCが６年ぶり３度目の優勝�伊江NYCが６年ぶり３度目の優勝�伊江NYCが６年ぶり３度目の優勝�
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表 彰 区 分 �
功 労 賞 �
勤 続 賞 �
�
�
�
優 良 賞 �

氏　名�
宮 里 徳 治 �
崎 原 勇 二 �
並 里 俊 和 �
並 里 重 信 �
内 間 　 力 �
知 念 雅 明 �
玉 城 　 久 �
蔵 下 　 明 �
大 城 孝 美 �

勤続年数�
27年�
15年�
12年�
11年�
11年�
11年�
10年�
10年�
8年�

階 級 �
団 長 �
団 員 �
団 員 �
分 団 長 �
団 員 �
団 員 �
団 員 �
団 員 �
分 団 長 �

所 属 �
伊 江 村 �
東 江 前 �
阿 良 �
西 崎 �
東 江 前 �
西 崎 �
西 江 前  �
川 平 �
東 江 前 �

第30回 子ども会発表会�第30回 子ども会発表会�平成23年出初式�

　伝統ある書道を通じて

小中学生の豊かな情操の

育成に努めようと毎年開催

されている全国少年新春

書道展（明治神宮書道会

主催）に伊江村から３人が

特選、12人が入選という

見事な成績を残しました。�

　この書道展は国内外から、23,633点の応募があり。今年

は伊江書道クラブから30点の出品があり、内14名が入賞

を果たし関係者は日ごろの練習の成果だと喜んでいました。�

　特選を受賞した伊江中２年生の知念美来さんは受賞者

を代表し「小さな伊江島という離島から来ました。この書道

展で特選をとるのが夢でした。地域の指導者や家族の応援

のお陰でその夢が果たせて嬉しいです。」と話していました。�

◎特　選…内間日菜（伊江小学校３年）、内間和歌子（伊

江中学校１年）、知念美来さん（伊江中学校２年）�

○入　選…伊江小/大城のどか（２年）、内間りん（６年）、

西小/志良堂なずな（２年）、玉城えみか（２年）、上地奏楽（３年）、

島田天礼沙（６年）、伊江中/翁長未帆（１年）、金城　麟（２年）、

石新　恵（３年）、大城梨乃（３年）、島田亜希乃（３年）�

第57回 全国少年新春書道展　�
特選受賞者３人�
第57回 全国少年新春書道展　�
特選受賞者３人�
第57回 全国少年新春書道展　�
特選受賞者３人�　１月８、９日の両日、

伊江村青少年旅

行村野球場を主

会場に第９回少年

野球伊江島交流

試合が行われまし

た。伊江小の伊江

ＵＭＡＣと西小の伊江ＮＹＣに加え、村外から14チーム、計

16チームが参加し熱戦を繰り広げました。�

　決勝では伊江ＮＹＣと名護市の久志ガッツとの戦いで、Ｎ

ＹＣは序盤から点数を重ね３対０で迎えた７回裏、これまで無

安打に抑えられていた久志

の打線に火がつき、２点を返

したがあと一歩及ばず、ＮＹ

Ｃが接戦を制しました。伊江

ＵＭＡＣもベスト４に入る健

闘をみせました。�

�

　県内有数の肉牛素牛の

生産地として知られる伊江

村で牛の初競り(主催・JAお

きなわ伊江支店主催)が15日、

県内トップを切って、村家畜

競り市場で開かれました。�

　会場には初競り市とあって

大城勝正村長や亀里敏郎村議会議長、JAおきなわの長濱

哲夫農業事業本部常務理事をはじめ、村内の畜産農家や県

内外の多くの購買者らが参加しました。�

　競り市に先立ち今年の高値取引を祈願して大城村長らによ

る鏡開きが行われ、大城勝正村長は「村では優良牛の生産に

JAと村が一体となって取り組んでいる。畜主や農家の皆さん

も期待の現在堆肥センターの計画も着々と進んでいる。購買

者の高値取引を期待する。」とあいさつしました。�

　初セリの上場頭数は250頭で98％の246頭の取引が成立

し、当日の総販売額は昨年を約2 ,200 , 000円上回る

81,898,950円となりました。子牛一頭当たりの平均販売価格

は去勢が昨年同月より65,520円上回る372,489円、雌が

50,827円上回る318,586円となりました。�

　昨年は口蹄疫

問題などでセリの

開催時期の変更

があり販売価格

が落ち込み低迷

していましたが、

畜産農家にとっ

て回復の兆しを

見せる競り市とな

りました。�

沖縄本島内のトップを切って�
開かれた伊江村の牛の初競り�
沖縄本島内のトップを切って�
開かれた伊江村の牛の初競り�
沖縄本島内のトップを切って�
開かれた伊江村の牛の初競り�

　伊江村消防団（宮里徳治

団長　総員45名）による平

成23年出初式が６日村農村

環境改善センター駐車場で

行われました。�

　はじめに団員の任免が行われ、

退団者３名・入団者３名に辞令が交付されました。�

　その後、各区分団による人員報告と服装点検が行われ、告

辞で大城勝正村長は「昨年は、本村において４件の火災と40

件の救急患者搬送に加え、大雨被害での出動も多く迅速な

対応には頭の下がる思いです。

消防の使命を肝に銘じ村民の期

待に応えていただくようお願い申

し上げます」と団員を激励しました。�

　また平成22年度沖縄県消防

協会定例表彰者の授与も行われ、

功労章の宮里徳治団長をはじめ８名に賞状と記念品が贈られ

ました。�

　宮里徳治団長は「消防精神の周知徹底を図り、災害から尊

い人命と貴重な財産を守るよう努めます。」とあいさつしました。�

▼団 員 の 任 免 �

退団　西崎分団　儀間義和、真謝分団　知念順司、�

　　　西崎分団　長嶺朝樹�

入団　西崎分団　志良堂清広、西崎分団　照屋奨、�

　　　西崎分団　岸本隆治�

▼平成22年度　沖縄県消防協会定例表彰者�

�
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満１歳
�

宮里 航碧（こうあ）くん�
性別：男�
生年月日：平成21年12月4日生�
父：宮里　清光�
母：宮里　有香�
行政区：阿良�
優しく逞しくお姉ちゃんに負けない�
元気な子になぁれ。�

名嘉元 涼（りょう）くん�
性別：男�
生年月日：平成22年1月7日生�
父：名嘉元　幹夫�
母：名嘉元　穂乃茄�
行政区：西崎�
病気に負けないでこれからも�
元気にすくすく育ってね�

知念 乃衣（のい）ちゃん�
性別：女�
生年月日：平成22年1月21日生�
父：知念　伸吾�
母：知念　麻衣子�
行政区：東江上�
笑顔がカワイイ乃衣ちゃんQ�
元気で優しい女の子にな～れ！�

崎浜 璃翔（りと）くん�
性別：男�
生年月日：平成22年1月4日生�
父：崎浜　秀二�
母： 崎浜　紀美恵�
行政区：西崎�
元気いっぱいムサムサりと！�
にぃにのように大きくなぁれ！！�

大城 しづくちゃん�
性別：女�
生年月日：平成22年1月28日生�
父：大城　一樹�
母：大城　あづさ�
行政区：東江上�
おしゃべりで愛嬌たっぷりQ
お兄ちゃんに似てきたしづくです。�

蔵下 諒（りょう）くん�
性別：男�
生年月日：平成22年1月29日生�
父：蔵下　利樹�
母：蔵下　ようこ�
行政区：東江前�
諒の笑顔に癒されているよ。�
生まれてきてくれてありがとう。�
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b野村流�
古典音楽保存会�
伊江支部　様�

伊江村役場�
臨時職員�
候補者募集�

伊江村役場�
臨時職員�
候補者募集�

応募職種： （１） 事務職　昭和47年4月2日以後に出生した者で高卒以上又は�
  同等以上の能力を有する者（平成23年3月31日までに卒業見込みの者可）�
 （２）I T 関連業務　上記の事務職の能力を有する者（資格・経験は問いません）�
 （３）保育士　保育士の資格を取得している者�
 ※ 臨時職員の採用の募集ですので、応募後直ちに採用されるわけではありません。�
申込方法： 履歴書 (写真付 )、健康診断書　平成23年３月４日 (金 )まで企画総務課で受付�
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